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D-5 乳児の呼吸理学療法と肋骨骨折
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金子武彦重松次郎昌幸森山久美大脇明

近年、理隼療法が呼吸ケア司粛曲句に取りλれら
れるようになった。しかし、成書におし、て、手助児

です方面芯や手技に関する詰財沙なし、ため、症伊jや

茄設ご、とにコメデ、イカノレでう支拡志しているのが現状と

思われる。今回、当院で不適切な叩及理清新去に起

因すると思われる両但l惨発性肋骨骨折(以下利苗

を認めた手UA.4症例に遭昌したので紹介したし、
[症例】 ①2カ月男児5.2kg，無甲汲発作と細気

管支炎のため日齢58日に気軒寸轄され手四諦東

で11日間の人工叩及管理を行った。抜管後14日目

に右上月市野異部会景如検索目的で胸部σrを撮った
ところ、多数の肋骨にhealing fractureが見つかり、

利割判明した。 ②4カ月女児6.4kg， RSウィル

ス細気管支炎と気管敬仕症のため叩及不全に陥り、

'Hio7可科系病棟で生議3カ月日朝、ら27日間の人工呼
吸管理を行った。抜管後21日経っても腕陸の異師会

影が?尚f寸ず、その検索目的で腕廊crを撮ったと
ころ、多数の肋骨にhealing fractureが見つかり、

調白半|閉した ③ 5カ月女児 4.5kg，新生児期

。湯罪性気管炎による気管秩窄に対して出麦3カ月

日朝こEαtlO下で気宕宵あ定術Cslidetracheoplasty) 

が茄訂された。術麦、タト科系槻東で涯べ 149日間に

及ぶ人工阿吸管理中 5----6週間筒品したH寺点で、小児

繭平科医刈嫡レントゲン写真上中下{却坤にお

ける多数の仮骨形成像に気付き、本症カミ判明した。

④1歳2カ月男児9.21事由去11ヵ月日朝1脊荷重の
開腹封剣;yを全身保酔下で行ったものの、や|機割月
な目節目緊満に伴う換気不全を危f具して抜管せず、外

科系病東で27日間の人工叩及管理を脳Tした抜管
後8週間を経過した時点で、既存の月棺訴繍話器習の

ために胸部 crを撮ったところ、多数の肋骨に
healing fractureが見つかり、本症カ洋l閉した。

症仔虹沼定説士、原疾患.ij婿骨折ともに治癒し週1完

したが、症伊1防土その後も劉亘入週1完を繰り返し、

計3回の再挿管・人工同吸管理を受けている。症{7'⑥

はl歳8ヵ月時ゴ干切端情を受けた。

肋骨骨折は両側性で、上・中・下位し、ずれ刀肋骨に

も生じており、各症例とも 10箇所以上で折れ分節

骨折も見られ丸最初に木症に気付し、たのl説亙伊⑬

の州知繭平科医で、{出立脚日口を読んfヨ淵線
専門医の指摘が立櫛者となった。月縮日レントゲン写真

を遡って櫛守すると、受傷朝は骨折発野寺点より 2

------3週間前と推察されたhそ川勢明は4症例とも無

気肺初対立物俳師、相版匪関がみられた頃であり、

阿吸理学樹封淵七されてし、た時期と概行止した

【考察】 ;J呪の肋骨は明生lこ富み、相こ上{朝方骨
は鎖骨・肩甲骨/斜角筋に固まれ骨折I土生じにくし、

にもかカわらず方症が生じたの出品剰な外力が加わ

った可能↑生か寄元L

当防コ多くの府東で「伝承」されてしも向調及理判寮

御〉手技とは、平手で腕投激しく叩き続ける、力

任せに鵬童を圧迫する、呼気附こ左五割措日を頭側

に押し上げる、というものである。気管内吸引に際

しては、伺ヨ生理食塩水を法入し、拝管患児のノド

を手で強く田直しうつ、分泌牧が引けなくなるまで

延々 と行う手技が日常化している。 一方、医腕荏事

者も呼吸理学樹去に関心が乏しく、画家検査も月市聖子

所見のみに目を奪われがちである。全煽東の大部屋

で年間 l印仰功、よぶ人工叩雄例の全てを繭捌

医科井診管理するのも限界があるのが実情である。

今回の4症例はこのような背景のもとに生じた残

念な合併症と考えられたなお、骨抑需の著しし転

位キ脅i度のfrailchestは起こらず、泊費擬おフ合
側劃嘉明特孝尚包異常も生じなカLった

【結語・展望】 以上、手LYtにおける肋骨骨折4
症例を櫛守したし、ずれも受傷から 2、3週間施品し

たhealingfr配 tureの関皆で、封剖豆以外の国間こ

より発見された。しカも、骨折は全て両fJU修発性骨

折で、不適切な呼吸理学樹去手技に起因すると推察

されたこれらの反省をふまえ、今後は叩及理判寮

法に文ナする啓動〉必要性と、手l幼児l説ける手技の
難しさを南器哉し、より良し叩汲ケアを目指したしL




